
 研究力紹介動画制作と海外展開について 

    

  

  
１．東京農工大学のビジョン 

東京農工大学 先端産学連携研究推進センター 

統括リサーチ・アドミニストレーター 藤綱 義行 
（連絡先：fujituna@cc.tuat.ac.jp）  

  
４．制作の考え方 

３．動画制作の作業ステップ 

  

重要課題 

「一層の国際的な展開」（研究大学促進事業への応募過程で議論） 

要求仕様、概要シナリオ作
成、業者選定・発注 

原稿、写
真素材依
頼、リライ
ト、校正 

ロケハン
撮影日程
の調整と
立会 

農工大 制作 

構成・シナリオ作成 

綿密なイメージ打ち合わせと基本日程などの確認 

研究課題、教員の選任、撮影内容イメージ打ち合わせ 

URA 

原稿作成
（英語、
日本語）
素材提供 

ロケハン
撮影日程
の調整 

 

  
２．本学の課題とURA活動 

学長・理事・研究院長の 

ビジョン・トークの調整 

必要素材の選定・依頼、
ロケハン、ロケハンに
応じたシナリオの調整、
他 

教員 

撮影立会・原稿調整               撮影・原稿調整 

編集・仮アップ・修正 
仮アップ版のチェック 

教員とのチェック、修正依頼 

映像に合わせた英訳テロップ尺の調整、確認 

効果音・BGM選曲 

大学イメージ素材の収集 

英語ナレーション録音（スタジオにて立会い） 

納品確認 

YouTube への公開 

広報への学内WEB展開依頼 

■動画の基本構成 

①誰に見てもらうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②言語の形式 

  英語版→テロップと英語ナレーションで構成 

  映像をそのまま活かした日本語ナレーション版も展開 

③内容の深さ 

  専門家に研究の革新的ポイントが理解されること 

④全体の長さと構成 

 10分を越える程度。各テーマを1分前後でまとめ、テンポの 

 よい展開にする。また、各テーマ毎に分割した映像も公開   

  し、個別のキーワード検索などにも対応する  

⑤紹介機会 

  海外出張時に紹介する（教員、URA他）－海外の大学で講 

  演会やセミナーを行うときに自分の研究のプレゼン前に紹 

  介する 

⑥公開範囲 

  YouTubeや本学HPなどに公開して広報を行い、視聴者の 

  反応を見る 

 

日本国民一般 高校生一般 大学生一般 △ 

科学愛好の高校生、学生／入学希望者 ○ 

国内企業の研究者・技術者・技術企画者など ○ 

世界の一般的な大衆 △ 

世界の科学好き高校生・学生／留学希望者 ○ 

世界の専門家・研究者（アカデミア、インダストリー） ◎ 

■研究力紹介コンテンツ設定のポイント 

①本学の研究ポリシーと研究のアピール 

  食糧、生命科学、エネルギーの３重点分野 

   その中から国際的に通用する成果を出している課題をア   

  ピール 

②MEXTミッションの再定義の強調、NISTEP調査の結果を 

  アピール 

③本学のTenure Trackと女性未来育成機構の活動成果の 

  アピール 

④MEXTのURA整備事業の積極的説明 

   URAが何を担うか 

   URA育成講座の開講をアピール 

 

 

 

 

 

  
５．現在の反応と今後の展開 

■国際的アウトリーチ 

①YouTube 

  ４月下旬に公開、本学HPにバナー掲載 

②国内外提携先企業、大学、研究機関へ連絡 

   国内：産学連携企業、研究所、大学など５００機関以上 

       へURLを連絡 

   国外：欧米アジア－姉妹大学、国際産学連携先などの 

        研究者とURAら２００人へURLを送信 

③URAネットワーク活用 

  英国ARMAでDVD５０セット配布（２６年６月、NCURA代表 

   を含む）２５年３月の英独出張先へもURL連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本学の研究力を示す動画ビデオの制作（２５年度）  

YouTubeなどのICT活用で世界へ広報 （２６年度）  

■研究力の高度化を推進する 

①Citation押し上げには国際共著論文の増加が必須 

②そのためには国際共同研究の増加が必要 

 ＊本学へ海外研究者・留学生を呼びこむ 

  グローバル・イノベーション研究院構想（GIRI構想）  

 ＊海外へ研究者・院生が打って出る 

  海外アカデミアと共同研究（短長期派遣、サバテイカルなど） 

    東西へ（工学系）から東西南北へ 

    南北へ（農学系）から東西南北へ          

③その結果として国際的産学連携の拡大 

  ＊教育の高度国際化と統合して促進するのが理想的 

  ＊上記を期待するためには、「本学の研究能力と成果を国際 

      的にアピールする」ことが前提で本学の存在が世界で認知 

      されることがCriticalに重要である 

  ＊今すぐできる先行的な取組みは何か？  

■シナリオ構成のポイント 

①スタートは研究情報から 

 ＊YouTube掲載ならば最初の１分が勝負 

 ＊大学の場所・学風などの一般的な紹介は最後へ 

②今、尖っている研究課題を優先する 

③今後、尖らせようとする研究課題を優先する 

④農・工・融合のバランスを考える 

⑤国際的展開の色合いを浮き立たせる（国際セミナーなどを 

   盛り込み、留学生や共同研究候補にアピール） 

⑥女性研究者育成を強化していることをアピール 

（女性研究者の登場と女性育成機構説明を収録） 

 

 

 

 

 

■現時点での反応と今後の方針 

①反応 

 YouTube：8/31現在で日本語版2553ヒット、英語版700ヒット 

 国際的な企業からの引合いは増加 

②今後の方針 

  続編として海外の専門家向けに分野別研究力を紹介 

  ＊重点分野ごとの主要課題。    

  ＊次世代プロジェクト候補の研究課題。   

  グローバルイノベーション研究院（GIRI)を核とする本学の
国際展開に対して国際アウトリーチ活動の一環としてURAも
参画する。 

 

 

 

 

ＭＡ作業・最終編集・納品 
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